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研究目的

近年、ランニングにおける接地パターン（後足部接地、非後足部接地）は、競技レベルとの関
係から注目を集めています。しかし、ランニングによっておこる怪我（ランニング障害）との関係は
明らかになっていません。ランニング障害を予防することは、トレーニングを継続して行い、より高い
競技レベルに到達するために必要不可欠です。本研究では、接地パターンとランニング障害の発
生について追跡調査を行うことでその関係を明らかにすることを目的とします。

研究対象者 日常的にトレーニングを行っている高校生および大学生の陸上競技⾧距離選手

研究概要

日常的にトレーニングを行っている高校生および大学生の陸上競技⾧距離選手を対象に、定期
的にランニング障害の発生状況およびトレーニングの実施状況についてのアンケート調査とトレーニ
ング時の映像の撮影を行います。アンケートへの回答にかかる時間は10分程度です。映像撮影
は通常のトレーニングの際に行い、新たに負荷を課すことはありません。撮影した映像から接地パ
ターンを分類し、アンケートへの回答内容とあわせて、接地パターンとランニング障害発生の関係に
ついての分析を行います。質問紙への回答および映像撮影は3か月に1回程度、1年間継続して
実施します。

研究に用いる情報の種類

氏名，身⾧，体重，年齢（学年），競技歴（年数），専門種目とその自己記録，トレー
ニング実施状況，ランニング障害の発生状況および既往歴，トレーニング時の映像
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